
中
国
初
唐
期
に
お
け
る
大
小
乗
観
の
流
布

中
国
初
唐
期
に
お
け
る
大
小
乗
観
の
流
布

―
―
玄
奘
訳
『
天
請
問
経
』
の
受
容
に
関
連
し
て
―
―

十

時

淳

一

一

は
じ
め
に

玄
奘
（
六
〇
二
―
六
六
四
年
）
の
仏
典
漢
訳
を
機
に
初
唐
期
の
中
原
仏
教
界
に
も
た
ら
さ
れ
た
大

乗
観
に
つ
い
て
は
、『
解
深
密
経
』
の
三
時
教
な
ど
に
見
ら
れ
る
印
度
の
喩
伽
行
唯
識
派
の
三
性
説

を
下
敷
き
に
し
た
教
相
判
釈
（
以
下
「
教
判
」
と
略
す
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
南
北
朝
期
末
か

ら
隋
代
、
あ
る
い
は
唐
初
の
教
判
に
よ
る
大
乗
偏
重
の
傾
向
の
中
で
、
大
乗
の
教
説
と
明
確
に
区
別

さ
れ
、
且
つ
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
の
教
説
を
再
評
価
し
つ
つ
大
乗
の
一
部
に
包
摂
す

る
新
た
な
大
乗
観
を
提
示
し
て
行
く
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
こ
の
よ
う
に
し
て
初

唐
期
の
中
原
仏
教
界
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
後
、
玄
奘
門
下
の
基
（
六
三
二
―
六
八
二
年
）
等
に
よ

っ
て
敷
衍
さ
れ
て
い
っ
た
大
乗
観
は
、
玄
奘
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
訳
唯
識
教
学
の
種
姓
差
別

の
概
念
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
い
わ
ゆ
る
共
三
乗
的
な
立
場
の
大
乗

観
が
南
北
朝
期
の
南
北
朝
期
の
道
生
（
三
五
五
―
四
三
四
年
）
の
闡
提
成
仏
説
以
来
、
悉
有
仏
性
説

を
基
調
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
法
華
経
』

を
典
拠
と
し
て
一
乗
と
大
乗
と
を
区
別
す
る
天
台
や
『
華
厳
経
』
に
基
づ
く
一
乗
を
宣
揚
し
た
法
蔵

（
六
四
三
―
七
一
二
年
）
等
の
一
乗
家
の
立
場
か
ら
は
、
方
便
的
な
大
乗
（
権
大
乗
）
を
説
く
も
の

と
看
做
さ
れ
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
基
な
ど
の
種
姓
差
別
を
前
提
と
す

る
大
乗
の
立
場
か
ら
は
、
逆
に
三
乗
こ
そ
が
真
実
で
あ
り
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
一
乗
こ
そ
が
方

便
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
初
唐
期
の
中
原
仏
教
界
に
大
乗
の
権
実
、
あ
る
い

は
一
姓
か
五
姓
か
に
関
す
る
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
玄
奘
の
仏
典
漢
訳
を
契
機
と
し
て
こ
う
し
た
論
争
の
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た

初
唐
期
の
時
期
は
、
研
究
史
に
お
い
て
は
南
北
朝
期
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
中
国
仏
教
の
教
判
史
に
お
い

て
は
イ
ン
ド
的
な
大
小
乗
の
枠
組
み
と
は
別
に
釈
迦
一
代
の
教
説
（
仏
説
）
と
看
做
さ
れ
た
大
小
乗

経
典
を
大
乗
の
中
心
と
し
な
が
ら
如
何
に
整
合
性
を
持
た
せ
な
が
ら
総
括
す
る
か
を
課
題
と
し
て
き

た
中
国
仏
教
の
教
判
が
、
自
己
の
立
脚
す
る
大
乗
の
立
場
の
優
位
性
を
超
大
小
乗
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

大
乗
観
を
軸
に
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
変
容
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
に
あ
た
る（

（
（

。つ
ま
り
、

初
唐
期
の
中
原
仏
教
界
で
玄
奘
の
仏
典
漢
訳
を
機
に
敷
衍
さ
れ
て
い
っ
た
大
乗
観
は
確
か
に
印
度
の

喩
伽
行
唯
識
派
の
三
性
説
を
下
敷
き
に
し
た
教
判
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
教
判
に
基
づ
く
大
乗
観
が
敷
衍
さ
れ
た
時
期
は
、
前
時
代
の
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
年
）、
あ

る
い
は
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
年
）
ら
を
は
じ
め
自
己
の
立
脚
す
る
大
乗
の
優
位
性
を
超
大
小
乗

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
中
国
仏
教
的
な
大
乗
観
を
基
軸
に
し
て
主
張
す
る
教
判
論
諸
説
が
並
立
し
た
時
期

に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
判
の
時
代
的
風
潮
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
当
該
の
教
判
論

は
南
北
朝
期
末
か
ら
隋
代
、
あ
る
い
は
唐
初
の
教
判
に
よ
る
大
乗
偏
重
の
傾
向
の
中
で
、
大
乗
の
教

説
と
明
確
に
区
別
さ
れ
、
且
つ
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
の
教
説
を
再
評
価
し
つ
つ
大
乗

の
一
部
に
統
合
す
る
自
己
の
大
乗
観
の
優
位
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
に
玄
奘
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
『
天
請
問
経
』
に
対
す

る
疏
文
の
う
ち
、
唯
一
敦
煌
遺
書
中
に
現
存
す
る
文
軌
撰
述
の
『
天
請
問
経
疏
』
の
完
本
（
中
国
国

家
図
書
館
所
蔵
の
Ｂ
Ｄ
一
四
一
一
六
。
以
下
『
文
軌
疏
』
と
略
す
）
に
見
え
る
記
述
に
よ
っ
て
裏
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
経
の
疏
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
他
に
も
初
唐
期
の

中
原
仏
教
界
で
活
躍
し
た
、
基
、
靖
邁
な
ど
に
よ
っ
て
も
作
ら
れ
た
こ
と
を
窺
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
疏
文
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
。
一
方
、
現
存
す
る
『
文
軌
疏
』

を
撰
述
し
た
文
軌
が
玄
奘
の
入
室
弟
子
で
あ
り
、
且
つ
七
世
紀
後
半
の
中
原
仏
教
界
で
活
躍
し
た
唯

識
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。
そ
し
て
、
彼
が
撰
述
し
た
『
文
軌
疏
』
の

冒
頭
に
見
え
る
教
判
の
記
述
に
は
、
同
経
の
宗
が
、
仮
名
宗
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
す
る
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記
述
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
文
軌
ら
の
活
躍
し
た
初
唐
期
、
つ
ま
り
七
世
紀
後
半
に
中
原
で
撰
述

し
た
さ
れ
た
諸
仏
典
目
録
は
一
様
に
『
天
請
問
経
』
を
大
乗
仏
典
に
分
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
八
世
紀
前
半
に
入
っ
て
開
元
一
八
年
（
七
三
〇
）
に
智
昇
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
開
元

釈
教
目
録
』（
以
下
『
開
元
録
』
と
略
す
）
は
、『
天
請
問
経
』
の
宗
に
着
目
す
る
観
点
か
ら
同
経
を

小
乗
仏
典
の
範
疇
に
分
類
し
直
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
仮
名
宗
を
小

乗
に
分
類
す
る
仏
典
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
彗
光
に
端
を
発
し
、
地
論
宗
南
道
派
の
祖
と
さ
れ
る
慧

遠（
五
二
三
―
五
九
二
年
）等
の
四
宗（
立
性〈
因
縁)

宗
・
破
性〈
仮
名
〉宗
＝
小
乗　

破
相〈
不
真
〉宗
・

顕
実
〈
真
〉
宗
＝
大
乗
〉
の
説
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
時
、
初
唐

期
に
撰
述
さ
れ
た
上
述
の
『
文
軌
疏
』
の
記
述
に
『
天
請
問
経
』
の
宗
を
仮
名
宗
と
す
る
記
述
が
見

え
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
諸
仏
典
目
録
が
同
経
を
一
様
に
大
乗
仏
典
に
分
類
し
て
い
る
こ

と
は
、
初
唐
期
の
玄
奘
の
仏
典
漢
訳
に
伴
っ
て
中
国
中
原
仏
教
界
に
導
入
さ
れ
た
教
判
が
、
そ
れ
ま

で
の
南
北
朝
期
ご
ろ
の
教
判
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
南
北
朝
期
末
か
ら
唐
初
の
教
判
に
よ
る
大
乗
偏
重

の
傾
向
の
中
で
、
大
乗
の
教
説
と
明
確
に
区
別
さ
れ
、
且
つ
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
の

教
説
を
再
評
価
し
つ
つ
大
乗
の
一
部
に
統
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
今
回

は
、『
天
請
問
経
』
が
新
訳
唯
識
教
学
と
関
連
を
も
っ
て
大
乗
仏
典
と
し
て
受
容
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
の
奥
書
を
持
つ
開
封
・
繁
塔
に
現
存
す
る
『
天
請
問
経
』

の
石
刻
資
料
か
ら
も
明
ら
か
に
し
て
み
た
い

※
本
稿
で
は
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
『
大
正
蔵
経
』
と
略
す
。

一　

中
原
撰
述
の
諸
仏
典
目
録
に
お
け
る

『
天
請
問
経
』
の
大
小
乗
へ
の
位
置
づ
け

さ
て
、
玄
奘
訳
『
天
請
問
経
』
の
訳
出
時
期
に
つ
い
て
は
、『
大
正
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
る
智
昇

撰
述
の
『
開
元
録
』
の
巻
第
八
に
見
え
る
記
述
が
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
の
記
述
を

以
下
に
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

天
請
問
經
一
巻　

見
二
内
典
録
一
。
貞
觀
二
十
二
年
於
弘
福
寺
翻
經
院
譯
。
沙
門
辯
機
筆
受
。

（『
大
正
蔵
経
』
巻
五
五　

五
五
七
頁
上
）

こ
う
し
た
記
述
は
、同
じ
く『
大
正
蔵
経
』に
収
録
さ
れ
る
円
照
撰
述
の『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
以

下『
貞
元
録
』と
略
す
）の
巻
第
十
一（
八
五
六
頁
下
）に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

『
天
請
問
経
』
が
玄
奘
に
よ
っ
て
、
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
三
月
二
〇
日
に
弘
福
寺
翻
経
院
に

於
い
て
訳
出
さ
れ
、
辯
機
に
よ
っ
て
筆
受
さ
れ
た
こ
と
窺
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
『
開

元
録
』
に
は
、巻
第
十
三
と
巻
第
二
〇
に
も
『
天
請
問
経
』
に
関
す
る
記
述
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

巻
第
十
三｢

有
譯
有
本
聲
聞
藏
經
律
論
及
賢
聖
集
傳
目
録
亦
述
譯
人
時
代｣

の
「
小
乘
單
譯
八
十
七

部
二
百
二
十
四
巻
。
一
十
七
帙
」
の
部
分
に
は
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ
賢
者
五
福
經
一
巻
。
西
晋
河
内
沙
門
白
法
祖
譯
。
天
請
問
經
一
巻
。
大
唐
三
藏
法
師
玄
奘
譯
出
内
典
録

。

右
賢
者
五
福
、
天
請
問
二
經
大
周
等
録
皆
編
二
大
乘
經
中
一
。
今
尋
二
文
理
一
頗
渉
二
小
宗
一
故
移

編
レ
此
。（『
大
正
蔵
経
』
巻
五
五　

六
一
七
頁
下
）　

と
あ
り
、
も
う
一
方
の
第
二
十
巻
「
小
乘
經
律
論
賢
聖
集
傳
入
藏
目
録
」
の
「
小
乘
經
單
譯　

八
十
七
部
二
百
二
十
四
巻　

一
十
七
帙
」
の
部
分
に
は　

ｂ
天
請
問
經
一
巻
二
紙
（
同　

六
九
四
頁
上
）

と
あ
る
。
ま
た
、
同
録
巻
第
十
三
の
冒
頭
に
は
、

ｃ
聲
聞
藏
者
、
小
乘
所
レ
詮
之
教
也
。
能
説
二
教
主
一
。
則
示
レ
生
示
レ
滅
應
物
随
縁
、
所
レ
詮
之
教
。

則
九
部
四
含
毘
曇
戒
律
。
善
男
善
女
、
稟
レ
之
而
脱
二
屣
塵
労
一
。
縁
覺
聲
聞
、
奉
レ
之
而
昇
二
乎

彼
岸
一
。（
同　

六
一
〇
頁
中
）

と
あ
る
か
ら
開
元
十
八
年（
七
三
〇
）に
撰
述
さ
れ
た『
開
元
録
』に
於
い
て
智
昇
は
、『
天
請
問
経
』

を
九
部
経
・
四
阿
含
・
毘
曇
の
戒
律
の
類
い
の
小
乗
仏
典
に
属
す
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
一
方
、『
天
請
問
経
』
が
六
四
八
年
に
漢
訳
さ
れ
て
以
降
、
七
世
紀
後
半
の
中
原
で
撰

述
さ
れ
た
現
存
の
仏
典
目
録
の
す
べ
て（
靜
泰
撰『
衆
経
目
録
』五
巻　

竜
朔
三
―
麟
徳
二
年〔
六
六
三

―
六
六
五
〕
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』
一
〇
巻　

麟
徳
元
年
〔
六
六
四
〕
以
下
『
内
典
録
』
と
略
す

明
佺
等
撰
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
十
五
巻　

天
冊
万
歳
元
年
〔
六
九
五
〕
以
下
『
武
周
録
』
と
略
す
）

が
同
経
を
大
乗
仏
典
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る
各
目
録
の
『
天
請
問
経
』
に
関

連
の
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
時
代
の
古
い
も
の
か
ら
順

に
列
記
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。　

ｄ
天
請
問
經
一
巻
三
紙

（『
衆
経
目
録
』
巻
第
一
「
大
乘
經
單
本
一
百
九
十
一
部
一
千
二
百
六
十
二
巻
」
の
部
分　
『
大

正
蔵
経
』
巻
五
五　

一
八
五
頁
上
）

ｅ
天
請
問
經

（『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
八　
「
大
乘
經
一
譯
二
百
四
部
六
百
八
十
五
巻
一

萬
一
千
四
十
二
紙

六
十
六
帙
」
の
部
分
『
大
正
蔵

経
』
巻
五
五　

三
〇
五
頁
上
）



中
国
初
唐
期
に
お
け
る
大
小
乗
観
の
流
布

三

ｅ
天
請
問
經
三
紙

（
同
録
巻
第
九｢

大
乘
經
正
本
二
百
五
十
四
部｣

の
「
百
四
十
八
單
經
」
の
部
分　
『
大
正
蔵
経
』

巻
五
五　

三
二
〇
頁
上
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ｆ
天
請
問
經
一
巻
三
紙

（『
武
周
録
』
巻
第
一　
「
大
乘
單
經
目
二
百
八
十
三
部

五
百
三
十
五
巻

」
の
部
分　
『
大
正
蔵
経
』
巻
五
五
三
七
九
頁
下
）

以
上
に
掲
げ
た
七
世
紀
後
半
に
撰
述
さ
れ
た
仏
典
諸
目
録
ｄ
・
ｅ
・
ｅ
・
ｆ
の
分
類
・
記
述
の
さ

れ
方
か
ら
は
、
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
に
玄
奘
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
『
天
請
問
経
』
が
竜
朔

三
―
麟
徳
二
年（
六
六
三
―
六
六
五
）に
洛
陽
で
撰
述
さ
れ
た『
衆
経
目
録
』（
ｄ
）に
記
載
さ
れ
た「
一

巻
三
紙
」
と
い
う
体
裁
を
ほ
ぼ
保
っ
た
ま
ま
、
同
時
期
の
長
安
で
撰
述
さ
れ
た
『
内
典
録
』（
ｅ
）、

更
に
は
そ
れ
よ
り
以
降
の
天
冊
万
歳
元
年
（
六
九
五
）
に
勅
命
に
よ
っ
て
洛
陽
で
撰
述
さ
れ
た
『
武

周
録
』（
ｆ
）
に
お
い
て
も
大
乗
仏
典
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
た
が
っ
て
、
七
世
紀
後
半
に
大
乗
仏
典
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
『
天
請
問
経
』
は
、
ａ
に
掲
げ

た
よ
う
に
八
世
紀
前
半
に
撰
述
さ
れ
た
智
昇
の
『
開
元
録
』
に
お
い
て
小
乗
仏
典
へ
と
位
置
付
け
し

直
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
録
の
約
七
〇
年
程
後
に
徳
宗
の
勅
命
を
受
け
た
円
照

に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
貞
元
十
六
年
撰
述
〔
八
〇
〇
〕
以
下
『
貞
元
録
』

と
略
す
）
に
も
、
前
掲
『
開
元
録
』
の
ａ
に
見
え
る
も
の
と
同
一
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る（

（
（

。
こ
の
よ

う
に
、
円
照
が
『
天
請
問
経
』
を
小
乗
仏
典
に
位
置
付
け
て
行
く
際
に
は
、
智
昇
の
『
開
元
録
』
の

分
類
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
九
世
紀
初

頭
に
徳
宗
の
勅
命
を
受
け
て
撰
述
さ
れ
た
円
照
の
『
貞
元
録
』
が
、八
世
紀
前
半
に
撰
述
さ
れ
た
『
開

元
録
』
の
分
類
に
倣
っ
て
『
天
請
問
経
』
を
小
乗
仏
典
に
位
置
付
け
て
行
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
は
、
九
世
紀
初
頭
に
な
る
と
『
天
請
問
経
』
を
小
乗
仏
典
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
中
原
仏

教
界
に
於
い
て
次
第
に
認
知
さ
れ
て
行
く
傾
向
が
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

但
し
、
近
年
整
理
さ
れ
た
名
古
屋
七
寺
蔵
の
『
貞
元
録
』（
以
下
『
七
寺
貞
元
録
』
と
略
す
）
巻
第

三
十
の
当
該
の
箇
所
に
は
、
簡
略
化
さ
れ
た
経
名
、
撰
述
者
名
が
記
さ
れ
る
の
み（

（
（

で
、
註
に
つ
い
て

は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
前
掲
の
『
開
元
録
』
の
ａ
に
も
認
め
ら
れ
、
更
に
『
貞
元

録
』
に
お
い
て
も
等
し
く
引
用
さ
れ
て
い
る
註
が
、『
開
元
録
』
を
撰
述
し
た
智
昇
自
身
に
よ
っ
て

付
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
当
該
の
註
は
、
七
世

紀
後
半
の
大
周
等
の
録
が
皆
、『
賢
者
五
福
経
』
と
『
天
請
問
経
』
の
二
経
を
大
乗
経
典
に
位
置
付

け
て
い
た
の
に
対
し
て
、
経
「
宗
」
に
着
目
す
る
観
点
か
ら
改
め
て
小
乗
経
典
に
位
置
付
け
な
お
し

た
こ
と
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
論
考
の
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
初
唐
期
の
中
原

で
撰
述
さ
れ
た
『
文
軌
疏
』
の
冒
頭
の
教
判
の
記
述
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

…
…
（
前
略
）
…
…
或
論
レ
有
、有
於
假
名
、果
因
雙
備
。
…
…
（
中
略
）
…
…
有
雖
不
レ
離
レ
空
也
、

然
以
二
因
果
一
爲
レ
宗
…
…
（
中
略
）
…
…
。
已
知
二
經
宗
藏
攝
一
、
…
…
（
後
略
）
…
…
（『
蔵
外

仏
教
文
献
』
第
一
輯　

宗
教
文
化
出
版
社　

一
九
九
五
年　

六
五
頁
）

以
上
に
掲
げ
た
『
文
軌
疏
』
の
教
判
の
記
述
か
ら
は
、初
唐
期
の
中
原
仏
教
界
で
は
『
天
請
問
経
』

は
、
仮
名
宗
に
分
類
さ
れ
る
仏
典
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
明
ら
か

に
し
て
き
た
よ
う
に
、一
様
に
大
乗
仏
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

一
方
、
八
世
紀
前
半
の
盛
唐
期
に
撰
述
さ
れ
た
『
開
元
録
』
で
は
、
仮
名
宗
と
い
う
経
宗
に
着
目
す

る
観
点
か
ら
同
経
を
小
乗
仏
典
に
位
置
付
け
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

点
に
加
え
さ
ら
に
、
文
軌
が
玄
奘
の
入
室
弟
子
で
あ
り
、
ま
た
初
唐
期
に
活
躍
し
た
唯
識
学
者
で
あ

っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
の
な
ら
、
彼
が
教
判
的
に
は
い
わ
ゆ
る
玄
奘
の
導
入
し
た
新
訳
唯
識
教
学
に

も
と
づ
く
「
三
時
教
」
の
教
判
を
採
用
し
て
い
た
蓋
然
性
が
あ
り
、
ま
た
同
経
は
新
訳
唯
識
教
学
と

の
関
連
に
よ
っ
て
大
乗
仏
典
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
先
に
も
言
及
し
た
と
お
り
南
北
朝
期
の
慧
光
に
端
を
発
す
る
地
論
宗
南
道
派
の
四
宗
の
説

で
は
、
仮
名
宗
＝
小
乗
な
の
で
あ
り
、
初
唐
期
に
入
っ
て
玄
奘
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
新
訳
唯
識
教

学
に
基
づ
く
教
判
が
、
初
唐
よ
り
以
前
の
教
判
で
小
乗
と
さ
れ
た
仏
典
を
ど
の
よ
う
な
教
判
論
を
展

開
し
つ
つ
大
乗
仏
典
の
な
か
に
位
置
付
け
て
い
っ
た
の
か
は
、
上
述
の
『
文
軌
疏
』
の
疏
文
自
体
を

仔
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

　

二　

十
世
紀
後
半
の
開
封
に
お
け
る
『
天
請
問
経
』
の
流
布
の
意
味

前
章
で
は
、『
天
請
問
経
』
が
、
初
唐
期
に
玄
奘
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
新
訳
唯
識
教
学
に
基
づ

く
教
判
に
関
連
し
て
大
乗
仏
典
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た

新
訳
唯
識
教
学
が
、
さ
ら
に
十
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
継
続
的
に
流
布
し
続
け
て
い
た
こ
と
は
、
北

宋
の
首
都
と
な
っ
た
開
封
に
現
存
す
る
繁
塔
の
石
刻
資
料
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
開
封
の
繁
塔
は
五
代
後
周
の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
天
清
寺
の
塔
で
あ
る
が
、
こ
の
繁
塔
の
建

て
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
繁
塔
の
内
壁
に
は
五
種
類
の
石
経
類
が
現

存
す
る
。
そ
れ
ら
の
石
経
類
の
内
、
第
一
層
甬
道
東
壁
に
刻
ま
れ
る
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』（
鳩



大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
五
号

四

摩
羅
什
訳
）・『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（
玄
奘
訳
）、
及
び
第
一
層
甬
道
西
壁
に
刻
ま
れ
る
『
十
善
業

道
経
要
略
』（
裴
休
撰（

（
（

）・『
天
請
問
経
』（
玄
奘
訳
）
の
奥
書
に
は
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
十
月

八
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る（

（
（

。
ま
た
第
二
層
甬
道
東
壁
に
刻
ま
れ
る
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』

巻
上
（
仏
陀
多
羅
訳　

偽
撰
説
有
り
）、
及
び
対
面
の
西
壁
に
刻
ま
れ
る
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了

義
経
』
巻
下
（
同
訳
）
の
奥
書
に
は
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）
五
月
八
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る（

（
（

。

こ
の
こ
と
は
、
繁
塔
の
壁
面
に
現
存
す
る
石
経
類
が
、
一
〇
世
紀
後
半
の
北
宋
太
宗
期
の
開
封
に
於

け
る
仏
教
受
容
を
知
る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ

れ
ら
の
繁
塔
の
壁
面
に
刻
ま
れ
る
石
経
類
の
内
、『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』・『
大
方
広
円
覚
修
多
羅

了
義
』・『
十
善
業
道
経
要
略
』
に
つ
い
て
は
繁
塔
を
紹
介
す
る
論
文
等
で
、
し
ば
し
ば
そ
の
存
在
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た（
（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
石
経
類
に
、『
天
請
問
経
』
が
併
せ
て
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
注
目
す
る
論
文
等
は
殆
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
上
記
の
『
金
剛
般
若

波
羅
蜜
経
』、『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
等
と
い
っ
た
仏
典
と
『
天
請
問
経
』
と
い
っ
た
数
種
類
の
仏

典
を
冊
子
本
に
併
写
す
る
例
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
敦
煌
遺
書
中
の
資
料
に
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
拙
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た（
（（
（

よ
う
に
、『
天
請
問
経
』・『
般
若

波
羅
蜜
多
心
経
』
な
ど
は
、
八
世
紀
後
半
頃
よ
り
以
降
十
世
紀
後
半
の
敦
煌
で
も
病
気
平
癒
、
或
い

は
供
養
経
と
し
て
併
写
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
封
の
繁
塔
に
ほ
ぼ
同
時
期
の
そ

う
し
た
敦
煌
写
本
に
類
す
る
形
で
、『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』・『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』・『
天
請
問

経
』
と
い
っ
た
数
種
類
の
仏
典
が
併
せ
て
刻
ま
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
十
世
紀
後
半
の
北
宋

の
首
都
、
開
封
の
仏
教
と
敦
煌
の
仏
教
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
点
に
加
え
興
味
深
い
の
は
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
の
奥
書
を
持
つ
開
封
の
繁
塔
に
刻
ま

れ
る
『
天
請
問
経
』
が
『
十
善
業
道
経
要
略
』
と
併
せ
て
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
十
世
紀
後
半
の
北
宋
の
首
都
開
封
で
受
容
さ
れ
た
『
天
請
問
経
』
が
、
十
善
（
業
）
道
と
関
連

を
持
つ
経
典
と
し
て
理
解
さ
れ
つ
つ
受
容
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
通
常
、
十
善
（
業
）
道
は
声
聞
等
の
出
家
者
を
中
核
と
す
る
三
聚
戒
（
大
乗

戒
）に
対
し
て
在
家
を
中
心
と
す
る
大
乗
戒
の
一
種
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と（
（（
（

が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、

七
世
紀
後
半
の
中
原
で
撰
述
さ
れ
唯
一
敦
煌
遺
書
中
に
現
存
す
る
文
軌
撰
述
の
『
天
請
問
経
疏
』
に

は
、
三
聚
戒
（
大
乗
戒
）
に
言
及
す
る（
（（
（

と
同
時
に
十
善
（
業
）
道
に
言
及
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
当
該
の
十
善
（
業
）
道
の
記
述
に
は
、身
の
三
業
を
規
制
す
る
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
（
邪
）

淫
を
不
貪
に
総
括
し
つ
つ
攝
他
戒
と
し
て
挙
げ
、
口
の
四
業
を
規
制
す
る
不
悪
口
・
不
両
舌
・
不
綺

語
・
不
妄
語
を
無
瞋
に
総
括
し
つ
つ
不
嬈
他
戒
と
し
て
挙
げ
、
饒
益
戒
と
共
に
戒
を
三
種
類
に
分
け

る
理
解
が
見
え
る（
（（
（

。
こ
う
し
た
十
善（
業
）道
の
理
解
の
類
例
と
し
て
は
、た
と
え
ば
鳩
磨
羅
什
訳『
成

実
論
』
巻
第
九
「
十
不
善
道
品
第
一
百
一
十
六
」
等
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の

こ
と
は
、
十
世
紀
後
半
の
開
封
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
十
善
業
道
の
系
譜
が
た
だ
単
に
、
在
家

を
中
心
と
す
る
系
統
の
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
玄
奘
に
よ
っ
て
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）

に
訳
出
さ
れ
た
『
天
請
問
経
』
が
七
世
紀
後
半
の
中
原
の
仏
教
教
学
を
前
提
と
し
て
十
善
（
業
）
道

に
も
言
及
す
る
大
乗
経
典
の
一
つ
と
し
て
受
容
し
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
せ
し
め
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

Ⅰ　

開
封
の
繁
塔
に
見
え
る
『
天
請
問
経
』
の
系
統

さ
て
、
開
封
の
繁
塔
に
『
天
請
問
経
』
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
紹
介
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
存
在
に
言
及
す
る
論
考
に
お
い
て
も
考
察
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
筆
者
は
、
こ
の
資
料
の
存
在
を
平
成
一
八
～
二
〇
年
度
科
学
研
究

費
に
よ
っ
て
開
封
の
現
地
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
き（
（（
（

、
ま
た
当
該
の
『
天
請
問

経
』の
記
述
が『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編　

北
宋
』第
三
七
冊（
（（
（

（
両
宋
一　

以
下『
拓

本
匯
編
』
と
略
す
）
の
四
二
―
四
五
頁
に
拓
本
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
そ
の
全
容
を
以
下
に
掲
げ
、『
大
正
蔵
経
』
巻
第
十
五
に
収
録
さ

れ
る
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　
　

佛
説
天
請
問
經

二　
　
Ⅰ
三
蔵
鳩
摩
羅
什
奉　
　
　
　
　

詔　
　
　

Ⅰ
（
大
唐
）

三　
　

如
是
我
聞
一
□
薄
伽
梵
在

四　
　

室
羅
筏
城
住
誓
多
林
給
孤　
　
　

城
―
國

五　
　

獨
園
Ⅱ
有
一
天
人
顔
容
殊
妙　
　

Ⅱ
（
時
）

六　
　

過
於
夜
分
來
請
佛
所
頂
礼

七　
　

佛
足
却
坐
一
靣
是
天
威
光　
　
　

坐
―
住

八　
　

甚
大
赫
弈
周
徧
照
耀
誓
多　
　
　

耀
―
曜

九　
　

林
園
尓
時
彼
天
以
Ⅲ
伽
陁
靣　
　

Ⅲ
（
妙
）　

靣
―
而

十　
　

請
佛
曰

一
一　

云
何
利
刀
劔
云
何
撡
毒
藥　
　
　

撡
―
石
＋
参

一
二　

云
何
熾
盛
火
云
何
極
重
闇

一
三　

尓
時
世
尊
亦
以
伽
他
告
彼

譯
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一
四　

天
曰

一
五　

麤
言
利
刀
劔
貪
欲
撡
毒
藥　
　
　

撡
―
石
＋
参

一
六　

瞋
恚
熾
盛
火
无
明
極
重
闇　
　
　

闇
―
暗

一
七　

天
復
請
曰

一
八　

何
人
名
得
利
何
人
名
失
利

一
九　

何
者
堅
甲
冑
云
何
Ⅳ
利
刀
杖　
　

甲
―
鉀　

Ⅳ
（
者
）

二
〇　

世
尊
告
曰

二
一　

施
者
名
得
利
受
者
名
失
利

二
二　

忍
為
堅
甲
冑
惠
為
利
刀
杖　
　
　

惠
―
慧

二
三　

天
復
請
曰

二
五　

云
何
為
盗
賊
云
何
智
者
財

二
六　

誰
於
天
世
間
説
名
能
劫
盗

二
七　

世
尊
告
曰

二
八　

邪
思
為
盗
賊
尸
羅
智
者
財

二
九　

於
諸
天
世
間
犯
戒
能
劫
盗

三
〇　

天
復
請
曰

三
一　

誰
為
最
安
樂
誰
為
大
富
貴

三
二　

誰
為
恒
端
嚴
誰
為
常
醜
陋

三
三　

世
尊
告
曰

三
四　

少
欲
最
安
樂
知
足
大
富
貴

三
五　

持
戒
恒
端
嚴
破
戒
常
醜
陋

三
六　

天
復
請
曰

三
七　

誰
為
善
眷
屬
誰
為
惡
心
怨

三
八　

何
者
極
重
苦
云
何
第
一
樂　
　
　

何
者
―
云
何

三
九　

世
尊
告
曰

四
〇　

福
為
善
眷
屬
罪
為
惡
心
怨

四
一　

地
獄
極
重
苦
无
生
第
一
樂　
　
　

无
―
無

四
二　

天
復
請
曰

四
三　

何
者
愛
非
宜
何
者
宜
非
愛

四
四　

誰
為
極
熱
病
誰
為
大
良
醫　
　

誰
為
―
何
者　

為
―
是

四
五　

世
尊
告
曰

四
六　

諸
欲
愛
非
宜
解
脱
宜
非
愛

四
七　

貪
為
極
熱
病
佛
是
大
良
醫

四
八　

天
復
請
曰

四
九　

誰
能
覆
世
間
世
間
何
所
魅　
　

何
―
誰

五
〇　

誰
能
捨
親
友
誰
復
障
生
天　
　

能
―
令

五
一　

世
尊
告
曰

五
二　

無
知
覆
世
間
世
間
癡
所
魅

五
三　

慳
貪
捨
親
友
染
著
障
生
天

五
四　

天
復
請
曰

五
五　

誰
非
火
所
Ⅴ
燒
風
亦
不
能
碎　

誰
―
何
物　

Ⅴ
（
不
）

五
六　

誰
非
水
所
Ⅵ
爛
能
扶
持
世
間　

扶
―
浮　
　

Ⅵ
（
能
）

五
七　

誰
能
與
王
賊
勇
猛
相
抗
敵

五
八　

不
為
人
非
人
之
所
來
侵
奪

五
九　

世
尊
告
曰

六
〇　

福
非
人
所
燒
風
亦
不
能
碎

六
一　

福
非
水
所
爛
能
扶
持
世
間　
　

扶
―
浮

六
二　

福
能
與
王
賊
勇
猛
相
抗
敵

六
三　

不
為
人
非
人
之
所
來
侵
奪

六
四　

天
復
請
曰

六
五　

我
今
猶
有
疑
請
佛
為
除
斷

六
六　

今
世
若
後
世
誰
為
自
欺
誑　
　

若
―
往　

為
―
極

六
七　

世
尊
告
曰

六
八　

若
多
有
珍
財
而
不
能
修
福

六
九　

今
世
若
後
世
彼
極
自
欺
誑　
　

若
―
往

七
〇　

尓
時
彼
天
聞
佛
所
説
是
經

七
一　

已
歡
喜
踊
躍
歎
未
曽
有　
　
　

踊
―
踴

七
二　

礼
佛
足
即
於
佛
前
欻
然
不

七
三　

佛
説
天
請
問
經

※　

□
の
中
に
入
れ
た
文
字
は
『
大
正
蔵
経
』
収
録
テ
キ
ス
ト
を
も
と
と
す
る
筆
者
の
推
測

頂
現



大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
五
号

六

以
上
に
掲
げ
た
『
拓
本
匯
編
』
に
収
録
さ
れ
る
『
天
請
問
経
』
の
記
述
の
内
、
対
『
大
正
蔵
経
』

巻
第
十
五
に
収
録
さ
れ
る
同
経
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
な
い
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

違
う
文
字
に
作
っ
て
い
る
場
合
に
は
経
文
の
当
該
の
箇
所
を
太
字
に
し
、各
行
の
下
に
『
大
正
蔵
経
』

収
録
テ
キ
ス
ト
と
の
文
字
の
異
同
を
記
し
た
。
ま
た
、『
拓
本
匯
編
』
に
収
録
さ
れ
る
『
天
請
問
経
』

の
記
述
の
み
に
見
え
『
大
正
蔵
経
』
収
録
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
網
掛
け
と

し
、逆
の
場
合
は
ロ
ー
マ
数
字
を
付
し
た
（
Ⅰ
～
Ⅵ
）
欄
外
の
括
弧
の
中
に
当
該
の
文
字
を
記
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
開
封
の
繁
塔
に
見
え
る
『
天
請
問
経
』
の
テ
キ
ス
ト
を
『
大
正
蔵
経
』
収
録
テ

キ
ス
ト
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
多
少
の
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い

は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
注
目
す
べ
き
は
冒
頭
第
二
行
目
に
見
え
る
「
三
蔵
鳩

摩
羅
什
奉　

詔
」
と
い
う
記
述
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
繁
塔
に
刻
ま
れ
る
『
天
請
問
経
』
の
訳
者
を

鳩
摩
羅
什
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
同
経
の
訳
者
を
玄
奘
と
す
る
も
の
以
外
の

他
に
存
在
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
十
月
八
日
の

奥
付
を
持
ち
開
封
の
繁
塔
に
刻
ま
れ
る
『『
天
請
問
経
』
の
訳
者
を
鳩
摩
羅
什
と
し
て
い
る
こ
と
が
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
精
査
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
そ

の
理
由
を
即
座
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
回
は
こ
の
こ
と
を
特
筆
す
る

の
み
に
留
め
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
十
月
八
日
の
奥
付
を
持
ち
開
封
の
繁
塔
に
『
十
善
業
道

経
要
略
』
と
併
せ
て
刻
ま
れ
て
い
る
『
天
請
問
経
』
の
奥
書
に
は
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
記
述
を
見

る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。

一　
　

重
立
十
善
業
道
經
要
略
石
壁
功
徳
伏
願

二　
　

君
臣
萬
歳
永
玫
太
平
臣
佐
千
秋
長
扶

三　
　

明
盛
文
武
品
位
中
外
官
寮
将
吏
緇
黄

四　
　

諸
軍
万
姓
倶
榛
富
壽
咸
遂
樂
康
然
次

五　
　

願
天
平
地
成
河
清
海
晏
風
調
雨
順
歳
稔

六　
　

時
豐
祥
瑞
畢
榛
災
害
不
作
三
途
之
罪

七　
　

苦
永
謝
諸
天
之
福
報
長
崇
佛
道
興
行

八　
　

法
輪
常
轉
三
界
九
地
六
類
四
生
盡
於
虚

九　
　

空
一
切
含
識
乗
斯
善
道
同
證
眞
如

一
〇　

大
宋
太
平
興
國
二
年
（
九
七
七
）
歳
次
丁

十
月
戊
午
朔
八
日
乙
丑
重
建

一
一　
　
　
　
　
　
　

郷
貢
進
士
趙　
　
　

安
仁
書

一
二　

都
維
那
朝
散
大
夫
行
尚
書
水
部
員
外
郎
柱
國
沈
繼
宗

一
三　

副
維
那
朝
散
郎
守
國
子
監
丞
監
復
州
搉
貨
務
趙
孚

一
四　

東
頭
供
奉
官
銀
青
光
禄
大
夫
檢
校
兵
部
尚
書
兼
御
史
大
夫
上
柱
國
呉
載

一
五　

右
班
殿　
　
　
　
　
　
　

直　
　
　

沈　

繼
明

一
六　

朝
奉
郎
守
國
子
書
學
博
士
李
護

一
七　

徴
事
郎
試
大
理
司
直
前
守
貝
州
清
陽
縣
令
田
誠

一
八　

前
攝
河
陽
軍
節
度
推
官
沈
昈

一
九　

將
仕
郎
試
秘
書
省
校
書
郎
時
貞
吉

二
〇　

銀
青
光
禄
大
夫
檢
校
太
子
賓
客
兼
殿
中
侍
御
子
雲
騎
尉
李
廷
温

二
一　

銀
青
光
禄
大
夫
檢
校
太
子
賓
客
兼
殿
中
侍
御
子
雲
騎
尉
韓
奉
進

二
二　

郷
貢
進
士　
　
　
　
　

宋　
　
　
　
　

元
興

二
三　

當
寺
講
金
剛
經
百
法
論
賜
紫
沙
門
志
薀

二
四　

修
塔
功
徳
沙
門
鴻
徹

以
上
に
掲
げ
た
記
述
の
な
か
で
も
、第
二
三
行
目
に
見
え
る
「
當
寺
講
金
剛
經
百
法
論
賜
紫
沙
門
」

と
い
う
肩
書
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
当
時
慈
恩
教
学
、
あ
る
い
は

法
相
教
学
を
標
榜
し
た
者
の
肩
書
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
石
経
、
な
か
で
も

本
論
考
が
中
心
に
あ
つ
か
う
『
天
請
問
経
』
は
、
当
時
開
封
で
隆
盛
を
極
め
て
い
た
法
相
教
学
と
の

関
連
を
持
ち
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
考
で
は
初
唐
期
の
七
世
紀
後
半
の
中
原
仏
教
界
で
は
、
玄
奘
訳
『
天
請
問
経
』
が
一

様
に
大
乗
仏
典
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
は
同
時
期
に
玄
奘
に
よ
っ
て
導
入
さ

れ
た
新
訳
唯
識
教
学
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
三
時
教
」
の
教
判
が
か
か
わ
っ
て
い
た
蓋
然
性
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
当
該
の
教
判
は
そ
れ
よ
り
以
前
の
南
北
朝
期
の
教
判
で
小
乗
に
位
置
付
け
ら
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
経
典
を
新
た
に
大
乗
仏
典
に
位
置
付
け
な
お
す
も
の
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
し
て
き

た
。
一
方
、
こ
う
し
た
新
訳
唯
識
教
学
が
、
そ
の
後
の
十
世
紀
後
半
の
時
期
に
も
継
続
的
に
影
響
を
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七

与
え
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
は
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
の
奥
書
を
持
つ
、
開
封
の
繁
塔
に
現
存
す

る
『
天
請
問
経
』
の
石
刻
資
料
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
北
朝
期
よ

り
以
来
、
中
国
仏
教
は
あ
く
ま
で
悉
有
仏
性
説
を
基
調
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、「
五

姓
各
別
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
い
わ
ば
、
そ
う
し
た
中
国
仏
教
の
基
調
と
相
反
す
る
よ
う
な
思
想
的

基
盤
に
立
脚
す
る
新
訳
唯
識
教
学
の
流
行
は
、
せ
い
ぜ
い
初
唐
期
の
一
時
的
な
現
象
で
あ
っ
た
も
の

と
と
ら
え
る
向
き（

（（
（

に
対
し
て
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
開
封
・
繁
塔
に
現
存
す
る

こ
う
し
た
石
刻
資
料
は
、
む
し
ろ
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
同
時
期
の
開
封
で
の
新
訳
唯
識
教

学
の
流
布（
（（
（

を
裏
付
け
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。た
だ
し
、

同
時
期
に
お
け
る
新
訳
唯
識
教
学
の
具
体
的
教
学
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
も
言
及

し
た
よ
う
に
戒
学
等
と
の
観
点
か
ら
も
今
後
考
察
を
加
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

初
唐
期
の
新
訳
唯
識
教
学
の
導
入
に
基
づ
く
教
判
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
教
判
を
ど
の
よ
う
に
斟
酌

し
つ
つ
自
ら
の
教
判
論
を
展
開
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
『
文
軌
疏
』
の
疏
文
自
体
の
分
析
に
よ

っ
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

註
（1）
玄
奘
の
漢
訳
が
中
国
仏
教
の
大
小
乗
観
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
宮
本
正
尊
『
大
乘
と

小
乘
』（
八
雲
出
版　

一
九
四
四
年
）、
横
超
慧
日
『
中
國
佛
教
の
研
究　

第
一
』（
一
九
五
八

年
法
蔵
館
）、
吉
津
宜
秀｢

中
国
仏
教
に
お
け
る
大
乗
と
小
乗｣

（『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集
』

第
一
所
収　

一
九
七
一
年
）、
吉
村
誠｢

玄
奘
の
大
乗
観
と
三
轉
法
輪
説｣

（『
東
洋
の
思
想
と

宗
教
』
所
収　

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
學
會　

一
九
九
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（2）
吉
津
氏
前
掲
論
考
（
註
１
で
掲
げ
た
に
同
じ
）
一
三
三
―
一
三
五
頁
。

（3）
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
八
六
・
四
套
に
収
録
さ
れ
る
、
文
軌
撰
述
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
三
巻

本
の
序
に
は
「
幸
同
レ

時
入
室
時
聞
二

指
掌
一

」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
記
述
を
も
っ

て
、
文
軌
が
玄
奘
の
高
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
学
説
は
、
塚
本
善
隆
氏
（「
第

四　

仏
教
史
料
と
し
て
の
金
刻
大
蔵
経　

―
―
特
に
北
宋
釈
教
目
録
と
唐
・
遼
の
唯
識
宗
関

係
章
疏
に
つ
い
て
―
―　

後
編　

唐
宋
時
代
の
未
伝
稀
覯
の
唯
識
宗
関
係
章
疏
」〔『
塚
本
善

隆
著
作
集
第
五
巻　

中
国
近
世
仏
教
史
の
諸
問
題
』〕　

一
九
七
四
年　

大
東
出
版
社
所
収
）

一
三
三
頁
。
武
邑
尚
那
氏
「
文
軌
の
因
明
学
説
」（
一
九
六
五
年
五
月　
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第

三
八
九
・
三
九
〇
合
併
号
所
収　

八
六
頁
）
等
が
あ
る
。
ま
た
文
軌
が
初
唐
期
に
活
躍
し
た
唯

識
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
敦
煌
学
大
辞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社　

一
九
九
八
年
一
二
月
）

に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（4）『
大
正
蔵
経
』
巻
第
四
四　

四
八
三
頁
上
―
下

（5）
同
録
巻
第
二
十
三　
「
有
譯
有
本
録
中
聲
聞
三
藏
録
第
四
」
の
部
分
参
照
。　
『
大
正
蔵
経
』
巻

五
五　

九
五
〇
頁
下
）

（6）
尚
、
註
１
に
掲
げ
た
よ
う
な
記
述
の
さ
れ
方
は
高
麗
蔵
経
を
底
本
と
し
『
大
正
蔵
経
』
に
収
録

さ
れ
る
『
貞
元
録
』
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
近
年
整
理
さ
れ
た
名
古
屋
七
寺
蔵
の
『
七
寺
貞

元
録
』
巻
第
三
十
の
当
該
の
箇
所
に
は
、
簡
略
化
さ
れ
た
経
名
、
撰
述
者
名
及
び
紙
数
が
記
さ

れ
る
の
み
で
、註
に
つ
い
て
は
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い（『
七
寺
研
究
叢
書　

第
六
巻　

中
國
・

日
本
經
典
章
疏
目
録
』
第
六
巻
所
収
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
巻
第
三
十
（
一
九
九
八
年　

大

東
出
版
社　

一
〇
一
頁　

№
九
七
九
）。
し
か
し
、
前
掲
『
開
元
録
』
ａ
に
見
え
る
『
賢
者
五

福
経
』・『
天
請
問
経
』
に
関
す
る
註
以
外
の
記
述
、
更
に
は
そ
れ
ら
の
二
経
を
収
録
す
る
「
小

乘
經
單
譯
八
十
七
部　

二
百
廿
四
巻　

十
七
帙
の
部
分
に
羅
列
さ
れ
る
仏
典
の
数
・
順
序
の
記

述
と
、『
七
寺
貞
元
録
』・『
大
正
蔵
貞
元
録
』
の
当
該
の
箇
所
の
記
述
と
が
合
致
し
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
円
照
が
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
の
「
小
乘

經
單
譯
八
十
七
部　

二
百
廿
四
巻　

十
七
帙
」
の
部
分
を
記
す
に
際
し
て
は
、
智
昇
の
『
開
元

録
』
の
当
該
の
箇
所
を
参
照
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
古
く
は
林
屋
友
次
朗

（『
経
録
研
究
』
前
篇　

一
九
四
一
年　

岩
波
書
店
）「
第
一
部　

經
録
の
概
要　

第
一
章　

經

録
の
意
義
及
び
目
的
」
二
五
頁
等
の
論
考
な
ど
を
始
め
と
す
る
先
行
学
説
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

（7）
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
―
八
四
一
年
）
を
師
と
し
た
唐
代
中
期
の
政
治
家
で
あ
る
斐
休
に
つ
い

て
は
、
吉
川
忠
夫
「
斐
休
傳
―
唐
代
の
一
士
太
夫
と
佛
教
」（『
東
方
学
報
』
六
四
所
収　

一
九
九
二
年　

京
都
大
学
人
文
研
究
所
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
『
十
善
業
道
経
要
略
』
の
存
在

に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
『
佛
書
解
説
大
辞
典
』
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
な
い
新

発
見
の
資
料
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（8）『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編　

北
宋
』
両
宋
一
（
北
京
図
書
館
金
石
組
編　

中

州
古
籍
出
版
社　

一
九
九
〇
年
二
月
）
第
三
七
冊
四
五
頁
・
五
一
頁
「
大
宋
太
平
興
国
二
年
歳

時
丁
丑
十
月
戊
午
朔
八
日
乙
丑
建
」、
及
び
開　

生
「
開
封
繁
塔
石
刻
記
」（『
中
原
文
物
』
総

五
四
期
〔
一
九
九
〇
年
第
四
期　

一
九
九
〇
年
十
二
月
〕
所
収
）
四
八
―
四
九
頁
等
参
照
）

（9）「
大
宋
太
平
興
国
七
年
歳
時
壬
午
五
月
壬
辰
朔
八
日
已
亥
建
」（『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石



大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
五
号

八

刻
拓
本
匯
編　

北
宋
』
両
宋
一　

第
三
七
冊　

七
五
頁
、
及
び
「
開
封
繁
塔
石
刻
記
」
四
九
頁

等
参
照
。（
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
註
８
に
同
じ
）

（10）
常
磐
大
定
、関
野
貞『
中
国
文
化
史
蹟
』解
説
上（
法
蔵
館　

一
九
七
五
年
四
月
）四
五
―
四
七
頁
。

王
瑞
安　

魏
千
志
「
開
封
宋
代
繁
塔
」（『
中
国
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一
九
八
六
年　

総
第
八
期
）
等
。

（11）
拙
稿
「
敦
煌
莫
高
窟
の
経
変
図
配
置
よ
り
見
た
八
～
十
世
紀
の
仏
教
受
容
に
つ
い
て　

―
『
天

請
問
経
』
及
び
『
天
請
問
経
疏
』
の
写
本
の
一
分
析
」（『
史
学
研
究
集
録
』
第
二
八
号　

國
學

院
大
學
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
大
学
院
会　

二
〇
〇
三
年
三
月
）
四
―
五
頁
等
。

（12）
平
川
彰
『
浄
土
思
想
と
大
乗
戒
』　
「
第
二
章　

大
乗
戒
と
十
善
道
」（
春
秋
社　

一
九
九
〇
年

一
一
月
）
二
四
六
頁
等
。

（13）
文
軌
撰
述
『
天
請
問
経
疏
』
の
写
本
（
Ｂ
Ｄ
一
四
一
一
六
）
に
は
、「
如
來
大
悲
、
随
機
攝
誘
、

十
惡
兼
濟
、
匪
レ
直
レ
五
乘
。
…
…
（
中
略
）
…
…
明
是
レ
聲
聞
二
藏
攝
一
。
已
知
一
經
宗
藏
攝
二
、

…
…
（
後
略
）
…
…
」『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
一
輯　

宗
教
文
化
出
版
社　

一
九
九
五
年　

一
六
五
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
…
…
（
前
略
）
…
…
尸
羅
智
者
財
者
、
答
二
第
二
問
一
。
尸
羅

梵
音
此
云
レ
戒
也
。
戒
有
一
五
戒
八
戒
十
戒
二
百
五
十
戒
五
百
戒
及
菩
薩
三
聚
戒
等
二
。
以
二
能

防
一
非
、
名
爲
レ
戒
也
。
…
…
（
中
略
）
…
…
由
二
此
戒
一
故
、
近
得
二
人
天
福
樂
勝
報
一
、
遠
得

二
三
乘
菩
提
涅
槃
一
、
故
是
財
也
。
…
…
（
後
略
）
…
…
」（
同
七
九
―
八
〇
頁
）
と
あ
る
。

（14）『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
一
輯
（
註
13
に
同
じ
）
八
三
―
八
五
頁

（15）『
大
正
蔵
経
』
巻
第
三
十
二　

三
〇
五
頁
中
―
下

（16）
筆
者
は
、
こ
の
史
料
の
存
在
を
国
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
土
肥
義
和
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
当
該
史
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
～
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
成
果
報
告
書
「
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
漢
語
文
献
の
特
性
に
関
す
る
研
究
」

（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
参
照
さ
れ
た
い
。

（17）
開
生
「
開
封
繁
塔
石
刻
記
」（
註
８
に
同
じ
）
四
九
頁

（18）『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編　

北
宋
』
両
宋
一　

第
三
七
冊　

四
五
頁
、
及
び

平
成
一
八
～
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
成
果
報
告
書
「
敦
煌
・

ト
ル
フ
ァ
ン
漢
語
文
献
の
特
性
に
関
す
る
研
究
」
九
三
頁
録
文
（
土
肥
義
和
編　

石
野
智
大
氏

整
理
）
参
照
。

（19）
塚
本
善
隆
「
佛
教
史
料
と
し
て
の
金
刻
大
藏
經
」（『
東
方
学
報
』
京
都
六
、一
九
三
六
年
原
載
。

『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
五
巻
所
収　

一
九
八
二
年　

大
東
出
版
社
）「
後
編　

唐
宋
時
代
の
未

伝
稀
覯
の
唯
識
宗
関
係
章
疏
」
一
六
三
頁
、
注
二
六
等
参
照
。
竺
沙
雅
章
『
宋
元
佛
教
文
化
史

研
究
』（
二
〇
〇
〇
年　

汲
古
書
院
）「
第
一
章　

宋
元
時
代
の
慈
恩
宗
」
三
―
一
七
頁
等
参
照
。

（20）
横
超
慧
日
『
中
國
佛
教
の
研
究
』
第
二
収
（
一
九
七
一
年　

法
蔵
館
）「
仏
教
に
お
け
る
宗
教

的
自
覚
」
二
七
―
五
〇
頁
。『
唯
識
思
想
』（
高
崎
直
道
主
編　

春
秋
社　

一
九
八
二
年
二
月
初

版
）
所
収　

高
崎
直
道
「
Ⅰ
瑜
伽
行
派
の
形
成
」
三
―
四
頁
等
。

（21）
竺
沙
雅
章『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』「
第
一
章　

宋
元
時
代
の
慈
恩
宗
」二
八
頁
等
参
照
。（
註

19
に
同
じ
）



十
時
淳
一
氏
　
学
位
請
求
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
中
国
初
唐
期
に
お
け
る
教
判
論
の
研
究　

―
玄
奘
訳
『
天
請
問
経
』
を
中
心
と
し
て
―
」

玄
奘
（
六
〇
二
―
六
六
四
年
）
の
仏
典
漢
訳
を
機
に
初
唐
期
の
中
原
仏
教
界
に
も
た
ら
さ
れ
た
大

乗
観
に
つ
い
て
は
、『
解
深
密
経
』
の
三
時
教
な
ど
に
見
ら
れ
る
印
度
の
喩
伽
行
唯
識
派
の
三
性
説

を
下
敷
き
に
し
た
教
相
判
釈
（
以
下
「
教
判
」
と
略
す
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
南
北
朝
期
末
か

ら
隋
代
、
あ
る
い
は
唐
初
の
教
判
に
よ
る
大
乗
偏
重
の
傾
向
の
中
で
、
大
乗
の
教
説
と
明
確
に
区
別

さ
れ
、
且
つ
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
の
教
説
を
再
評
価
し
つ
つ
大
乗
の
一
部
に
包
摂
す

る
新
た
な
大
乗
観
を
提
示
し
て
行
く
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
よ
う
に
し
て
初

唐
期
の
中
原
仏
教
界
に
も
た
ら
さ
れ
、そ
の
後
、玄
奘
門
下
の
基
（
六
三
二
―
六
八
二
年
）
等
に
よ
っ

て
敷
衍
さ
れ
て
い
っ
た
大
乗
観
は
、
玄
奘
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
訳
唯
識
教
学
の
種
姓
差
別
の

概
念
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
い
わ
ゆ
る
共
三
乗
的
な
立
場
の
大
乗
観

が
南
北
朝
期
の
南
北
朝
期
の
道
生
（
三
五
五
―
四
三
四
年
）
の
闡
提
成
仏
説
以
来
、
悉
有
仏
性
説
を

基
調
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
天
台
や
『
華

厳
経
』に
基
づ
く
一
乗
を
宣
揚
し
た
法
蔵（
六
四
三
―
七
一
二
年
）と
い
っ
た
一
乗
家
の
立
場
か
ら
は
、

方
便
的
な
大
乗
（
権
大
乗
）
を
説
く
も
の
と
看
做
さ
れ
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
基
な
ど
の
種
姓
差
別
を
前
提
と
す
る
大
乗
の
立
場
か
ら
は
、
逆
に
三
乗
こ
そ
が
真
実
で
あ
り

『
法
華
経
』に
説
か
れ
る
一
乗
こ
そ
が
方
便
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
論
争
の
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
初
唐
期
の
時
期
は
、
研
究
史
に
お
い
て
は
南
北
朝
期
ご

ろ
に
始
ま
っ
た
中
国
仏
教
の
教
判
史
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
的
な
大
小
乗
の
枠
組
み
と
は
別
に
釈
迦
一

代
の
教
説
（
仏
説
）
と
看
做
さ
れ
た
大
小
乗
経
典
を
大
乗
の
中
心
と
し
な
が
ら
如
何
に
整
合
性
を
持

た
せ
な
が
ら
総
括
す
る
か
を
課
題
と
し
て
き
た
中
国
仏
教
の
教
判
が
、
自
己
の
立
脚
す
る
大
乗
の
立

場
の
優
位
性
を
超
大
小
乗
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
大
乗
観
を
軸
に
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
変
容
し
て

い
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
初
唐
期
の
中
原
仏
教
界
で
玄
奘
の
仏

典
漢
訳
を
機
に
敷
衍
さ
れ
て
い
っ
た
大
乗
観
は
確
か
に
印
度
の
喩
伽
行
唯
識
派
の
三
性
説
を
下
敷
き

に
し
た
教
判
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
教
判
に
基
づ
く
大
乗
観
が
敷
衍
さ

れ
た
時
期
は
、
前
時
代
の
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
年
）、
あ
る
い
は
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
年
）

ら
を
は
じ
め
自
己
の
立
脚
す
る
大
乗
の
優
位
性
を
超
大
小
乗
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
中
国
仏
教
的
な
大
乗

観
を
基
軸
に
し
て
主
張
す
る
教
判
論
諸
説
が
並
立
し
た
時
期
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
う
し
た
教
判
の
時
代
的
風
潮
の
な
か
に
あ
っ
て
当
該
の
教
判
論
は
改
め
て
南
北
朝
期
末
か
ら
隋

代
、
あ
る
い
は
唐
初
の
教
判
に
よ
る
大
乗
偏
重
の
傾
向
の
中
で
、
大
乗
の
教
説
と
明
確
に
区
別
さ

れ
、
且
つ
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
の
教
説
を
再
評
価
し
つ
つ
大
乗
の
一
部
に
統
合
す
る

自
己
の
立
脚
す
る
大
乗
観
の
優
位
性
を
超
大
小
乗
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
当
時
の
中
国
仏
教
的
な
大
乗
観

を
軸
に
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
貞
観

二
十
二
年
〈
六
四
八
〉
に
玄
奘
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
『
天
請
問
経
』
に
対
す
る
疏
文
の
う
ち
、
唯
一

敦
煌
遺
書
中
に
現
存
す
る
文
軌
撰
述
の
『
天
請
問
経
疏
』
の
完
本
（
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
Ｂ
Ｄ

一
四
一
一
六
。
以
下
『
文
軌
疏
』
と
略
す
）
に
見
え
る
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
文
軌
が
玄
奘
の
入
室
弟
子
で
あ
り
、
且
つ
七
世
紀
後
半
の
中
原
仏
教
界
で
活
躍
し
た
唯
識
学
者

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
が
撰
述
し
た
『
文
軌
疏
』
の
冒
頭
に

見
え
る
教
判
の
記
述
に
は
、
同
経
の
宗
が
、
仮
名
宗
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
す
る
記
述
が

見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
文
軌
ら
の
活
躍
し
た
初
唐
期
、
つ
ま
り
七
世
紀
後
半
に
中
原
で
撰
述
し
た
さ

れ
た
諸
仏
典
目
録
は
一
様
に
『
天
請
問
経
』
を
大
乗
仏
典
に
分
類
し
て
い
る
。

一
方
、
八
世
紀
前
半
に
入
っ
て
開
元
一
八
年
（
七
三
〇
）
に
智
昇
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
開
元

釈
教
目
録
』
は
、『
天
請
問
経
』
の
宗
に
着
目
す
る
観
点
か
ら
同
経
を
小
乗
仏
典
の
範
疇
に
分
類
し

直
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
仮
名
宗
を
小
乗
に
分
類
す
る
記
述
は
、
地
論
宗
南
道
派
の
祖
と
さ

れ
る
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
年
）
等
の
四
宗
（
立
性
〈
因
縁)

宗
・
破
性
〈
仮
名
〉
宗
＝
小
乗　

破
相
〈
不
真
〉
宗
・
顕
実
〈
真
〉
宗
＝
大
乗
〉
に
関
す
る
説
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
前
提
と
す
る
時
、
初
唐
期
に
撰
述
さ
れ
た
上
述
の
『
文
軌
疏
』
の
記
述
に
『
天
請
問
経
』
の

宗
を
仮
名
宗
と
す
る
記
述
が
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
期
の
中
原
で
撰
述
さ
れ
た
諸
仏
典
目

録
が
同
経
を
一
様
に
大
乗
仏
典
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
は
、
玄
奘
の
仏
典
漢
訳
に
伴
っ
て
中
国
中
原

仏
教
界
に
導
入
さ
れ
た
教
判
が
、
そ
れ
ま
で
の
南
北
朝
期
に
端
を
発
す
る
教
判
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、

唐
初
ご
ろ
の
教
判
に
よ
る
大
乗
偏
重
の
傾
向
の
中
で
、
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
小
乗
の
教
説

を
種
姓
差
別
の
概
念
を
基
調
と
す
る
こ
と
に
よ
り
大
乗
の
一
部
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
て
新
訳
唯
識
教
学
と
関
連
を
も
っ
て
大
乗
仏
典

と
し
て
受
容
さ
れ
た
『
天
請
問
経
』
は
、
十
世
紀
後
半
の
北
宋
の
首
都
・
開
封
で
も
で
も
大
乗
仏
典

の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
、
継
続
的
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
年
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
同
時
期
の
開
封
で
の
新
訳
唯
識
教
学
の
流
布
を
裏
付
け
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、新
訳
唯
識
教
学
の
流
行
を
、せ
い
ぜ
い
初
唐
期
の
一
時
的
な
現
象
で
あ
っ

た
も
の
と
と
ら
え
て
き
た
学
説
に
対
し
て
問
題
提
起
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
学
位
請
求
論
文
一
部
の
要
旨
を
掲
載
し
た
）


